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1. 平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 1,643 3.0 △195 ─ △213 ─ △225 ─

21年12月期第２四半期 1,595 ─ △363 ─ △370 ─ △442 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 △6,662 .48 ─

21年12月期第２四半期 △12,454 .11 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 4,528 1,835 40.5 54,216 .43

21年12月期 4,877 2,138 43.8 62,856 .73

(参考) 自己資本 22年12月期第2四半期 1,835百万円 21年12月期 2,138百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ─ ─ ─ 1,000 .00 1,000 .00

22年12月期 ─ ─

22年12月期(予想) ─ 1,000 .00 1,000 .00

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,800 18.1 37 ─ 7 ─ 3 ─ 88 .18



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

 ※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規   ─社 (           ─)、除外  ─社 (           ─)

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

  （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

  （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表
     作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期2Ｑ 41,776株 21年12月期 41,776株

② 期末自己株式数 22年12月期2Ｑ 7,912株 21年12月期 7,753株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期2Ｑ 33,878株 21年12月期2Ｑ 35,497株
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当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日）におけるわが国経済は、2008年

後半以来の世界的な景気減速から政府主導の経済対策や外需主導でようやく持ち直しの動きが出てきたも

のの、その反転力は弱く盛り上がりに欠けています。当社が属する電機・IT業界においても、新興国への

輸出が活発と言われる半面、欧州の景気後退に端を発する円高傾向が輸出環境に悪影響を与えており、国

内企業では設備投資や開発予算を抑制する傾向が続いています。 

このような経済環境の中、当社の連結売上高は前年同期比3.0％増加の16億43百万円となりました。 

ネットワーク関連事業（旧Connectivity & Wireless Solution事業）では、USBデバイスサーバや無線

LANモジュールをはじめとする無線LAN関連製品の開発案件の受注が活発になってきました。更にディスプ

レイ・ネットワーキングの分野でもデジタルサイネージ市場を中心に導入事例を着実に積み上げ、また、

当社が得意とするメーカへのOEMビジネスが幾つか始まりました。これら戦略分野の案件は着実に増大傾

向にあります。ただ、量産プロセスへの移行に今少しの時間を要し、当期売上への貢献はまだ低く、ま

た、市場が成熟しているプリントサーバ製品群の売上が引き続き減少(前年同期比33.6％減少)した結果、

同事業全体の売上高は前年同期比5.1％減少の12億70百万円となりました。なお、プリントサーバ製品群

以外の戦略分野のネットワーク製品売上は６億91百万円（前年同期比48.0％増加）となり、製品構造の改

革はほぼ計画通り前進してきました。（第１四半期連結会計期間から「Connectivity & Wireless 

Solution事業」は「ネットワーク関連事業」と名称変更しております。） 

その他事業については、Design and Manufacturing Service事業の売上が安定的に増加した結果、売上

高は前年同期比45.6％増加の３億73百万円となりました。 

営業損益に関しては、人件費をはじめとしたあらゆる経費の圧縮効果もあり、前年同期より損失幅が縮

小し、１億95百万円の損失（前年同期は３億63百万円の損失）となりました。また、営業損失の減少に伴

い、経常損益は２億13百万円の損失（前年同期は３億70百万円の損失）、四半期純損益は２億25百万円の

損失（前年同期は４億42百万円の損失）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億49百万円（7.2％）減少し、

45億28百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ２億56百万円（7.1％）減少の33億73百万円（総資産比74.5％）

となりました。これは、主として現金及び預金が２億46百万円減少したことによるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ92百万円（7.4％）減少の11億55百万円（総資産比25.5％）とな

りました。これは、主として有形固定資産が44百万円、ソフトウエアが42百万円それぞれ減少したこと

によるものであります。 

一方、当第２四半期連結会計期間末の負債総額は、前連結会計年度末に比べ46百万円（1.7％）減少

し、26億92百万円（総資産比59.5％）となりました。 

流動負債は前連結会計年度末に比べ１億12百万円（14.8％）増加の８億77百万円（総資産比19.4％）

となりました。これは、主として１年内償還予定の社債が66百万円、「その他」に含まれる未払金が73

百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産等の状況
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固定負債は前連結会計年度末に比べ１億59百万円（8.1％）減少の18億14百万円（総資産比40.1％）

となりました。これは、主として社債が66百万円、長期借入金が１億12百万円それぞれ減少したことに

よるものであります。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.3ポイント減

少の40.5％となり、１株当たり純資産額は54,216円43銭（前連結会計年度末は62,856円73銭）となりま

した。 

  

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ２億45百万円減少し、16億14百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果使用した資金は、４百万円（前年同期は２億94百万円の獲得）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純損失が２億23百万円、受注高増加に伴うたな卸資産の増加額が99百万円と

いうマイナス要因があったものの、減価償却費が１億30百万円、未収入金の減少額が62百万円、仕入債

務の増加額が40百万円あったことにより４百万円の支出におさえることができたものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、43百万円（前年同期比78.5％減）となりました。これは主に、無形

固定資産の取得による支出が26百万円あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、１億73百万円（前年同期は６百万円の使用）となりました。これは

主に、長期借入れによる収入が１億円、長期借入金の返済による支出が２億34百万円、配当金の支払額

が32百万円あったことによるものであります。 

  

当期の業績予想につきましては、平成22年２月12日の発表の数値に変更はありません。 

  

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

 (簡便な会計処理) 

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
  

 (四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

該当事項はありません。 

  

 (四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更) 

工事契約に関する会計基準の適用 

受注制作のソフトウエア（ソフトウエアの請負契約）に係る収益の計上基準については、従来検収

基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月

27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12

月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手したプロジェクトか

ら、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められるプロジェクトに

ついては進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他のプロジェクトについては検収基準を

適用しております。 

なお、これによる売上高、営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響はあ

りません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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 (表示方法の変更) 

① 四半期連結貸借対照表 

前第２四半期連結会計期間において無形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「ソフ

トウエア」は、その重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することといたし

ました。なお、前第２四半期連結会計期間の無形固定資産の「その他」に含まれる「ソフトウエア」

は271,591千円であります。 

② 四半期連結損益計算書 

前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました営業外費用の「売上債権売却損」（当

第２四半期連結累計期間42千円）は、重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示すること

といたしました。 

前第２四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「未払配

当金除斥益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲

記することといたしました。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる

「未払配当金除斥益」は1,044千円であります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 707,790 953,974

受取手形及び売掛金 985,188 1,019,502

有価証券 907,156 906,829

たな卸資産 663,771 570,660

未収入金 77,313 139,276

その他 33,166 45,109

貸倒引当金 △978 △5,207

流動資産合計 3,373,406 3,630,145

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 676,712 703,692

機械装置及び運搬具（純額） 61,747 72,679

工具、器具及び備品（純額） 73,756 79,349

リース資産（純額） 8,016 9,018

有形固定資産合計 820,232 864,738

無形固定資産   

ソフトウエア 232,103 274,924

その他 3,487 3,487

無形固定資産合計 235,591 278,411

投資その他の資産   

投資有価証券 2,399 4,297

その他 118,432 125,274

貸倒引当金 △21,548 △25,102

投資その他の資産合計 99,283 104,469

固定資産合計 1,155,107 1,247,619

資産合計 4,528,514 4,877,765
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 151,893 117,471

1年内償還予定の社債 66,000 －

1年内返済予定の長期借入金 415,456 437,943

未払法人税等 6,574 8,556

製品保証引当金 1,306 1,359

返品調整引当金 14,341 14,563

その他 222,111 184,846

流動負債合計 877,683 764,740

固定負債   

社債 834,000 900,000

長期借入金 592,374 704,655

繰延税金負債 284 342

退職給付引当金 341,200 321,400

役員退職慰労引当金 40,450 40,450

その他 6,537 7,602

固定負債合計 1,814,845 1,974,450

負債合計 2,692,528 2,739,190

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,058,191 2,058,191

資本剰余金 2,076,539 2,110,562

利益剰余金 △1,655,094 △1,429,383

自己株式 △419,237 △413,457

株主資本合計 2,060,399 2,325,913

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 416 554

為替換算調整勘定 △224,830 △187,894

評価・換算差額等合計 △224,414 △187,339

純資産合計 1,835,985 2,138,574

負債純資産合計 4,528,514 4,877,765
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 1,595,653 1,643,810

売上原価 888,748 1,095,025

売上総利益 706,905 548,785

販売費及び一般管理費 1,070,029 743,852

営業損失（△） △363,123 △195,066

営業外収益   

受取利息 2,107 919

為替差益 8,611 －

法人税等還付加算金 2,942 －

未払配当金除斥益 － 1,095

その他 1,869 1,037

営業外収益合計 15,530 3,052

営業外費用   

支払利息 17,303 14,536

支払保証料 1,735 1,735

売上債権売却損 51 －

その他 3,687 5,112

営業外費用合計 22,778 21,384

経常損失（△） △370,371 △213,398

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,108 －

補助金収入 3,688 －

特別利益合計 4,796 －

特別損失   

固定資産除却損 11,198 －

事業構造改善費用 4,459 －

たな卸資産評価損 20,307 －

投資有価証券評価損 － 1,701

和解金 － 8,650

特別損失合計 35,965 10,351

税金等調整前四半期純損失（△） △401,540 △223,749

法人税、住民税及び事業税 3,890 1,961

法人税等調整額 36,652 －

法人税等合計 40,542 1,961

四半期純損失（△） △442,083 △225,711
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 724,011 927,421

売上原価 432,823 611,642

売上総利益 291,188 315,778

販売費及び一般管理費 531,463 335,319

営業損失（△） △240,275 △19,540

営業外収益   

受取利息 455 494

法人税等還付加算金 2,942 －

その他 － 93

営業外収益合計 3,397 588

営業外費用   

支払利息 8,800 7,148

支払保証料 872 872

為替差損 6,572 5,295

売上債権売却損 28 －

その他 3,168 1,978

営業外費用合計 19,443 15,294

経常損失（△） △256,321 △34,247

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,108 －

特別利益合計 1,108 －

特別損失   

固定資産除却損 39 －

事業構造改善費用 532 －

投資有価証券評価損 － 1,701

特別損失合計 572 1,701

税金等調整前四半期純損失（△） △255,786 △35,948

法人税、住民税及び事業税 △158 978

法人税等調整額 36,652 －

法人税等合計 36,493 978

四半期純損失（△） △292,279 △36,926
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △401,540 △223,749

減価償却費 233,790 130,470

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,625 △2,611

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,100 19,800

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △790 －

受取利息及び受取配当金 △2,107 △919

支払利息 17,303 14,536

固定資産除却損 11,198 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,701

和解金 － 8,650

為替差損益（△は益） 6,571 －

補助金収入 △3,688 －

売上債権の増減額（△は増加） 257,872 21,255

たな卸資産の増減額（△は増加） 127,400 △99,440

未収入金の増減額（△は増加） 51,618 62,113

仕入債務の増減額（△は減少） △78,378 40,790

その他 11,016 56,792

小計 240,992 29,389

利息及び配当金の受取額 2,107 919

利息の支払額 △18,030 △14,915

法人税等の支払額 － △5,497

法人税等の還付額 69,228 2,932

和解金の支払額 － △17,000

営業活動によるキャッシュ・フロー 294,298 △4,171

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △29,290 △17,753

無形固定資産の取得による支出 △209,455 △26,522

補助金の受取額 3,688 －

差入保証金の回収による収入 30,168 －

その他 721 384

投資活動によるキャッシュ・フロー △204,168 △43,891

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △224,487 △234,479

配当金の支払額 △52,872 △32,468

自己株式の取得による支出 △29,264 △5,820

その他 － △1,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,624 △173,820

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,801 △23,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 90,307 △245,858

現金及び現金同等物の期首残高 2,280,790 1,860,804

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,371,097 1,614,946
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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